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平
成
28
年
度
予
算
審
査
（
一
般
会
計
）
　歳
出
（
支
出
）

交
差
点
で
の
安
全
対
策

は小
口
委
員 
毎
年
交
差
点

で
の
交
通
事
故
が
起
こ
っ

て
い
る
。
特
に
鮎
貝
地
区

で
は
重
大
事
故
が
発
生
し

て
い
る
交
差
点
が
何
カ
所

か
あ
る
中
で
、
路
面
標
示

を
改
良
す
る
な
ど
、
早
急

な
安
全
対
策
が
必
要
で

は
。当

局 

道
路
の
路
面
標
示

の
設
置
は
、
町
が
で
き
る

の
は
町
道
で
あ
る
こ
と
が

第
一
条
件
。
地
元
の
方
か

ら
の
設
置
や
修
繕
に
つ
い

て
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
警
察
や
道
路
管
理
者

な
ど
関
係
者
の
意
見
を
聴

取
し
て
、
現
場
を
確
認
し

て
設
置
の
判
断
を
す
る
。

 

民
生
費

運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
へ
支
援
の
拡
充
を

奥
山
委
員 

支
援
は
認
知

症
で
介
護
認
定
を
受
け
た

方
が
対
象
だ
が
、
自
主
的

に
返
納
さ
れ
る
方
へ
の
対

応
も
必
要
で
は
な
い
か
。

当
局 

体
の
状
況
、
運
動

機
能
の
低
下
等
に
よ
り
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ

れ
る
方
も
い
る
。
認
知
症

以
外
の
高
齢
者
の
方
に
つ

い
て
も
支
援
を
検
討
し
た

い
。

 

衛
生
費

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
健

康
に

笹
原
委
員 

し
ら
た
か
健け

ん

紅こ
う

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
具

体
的
な
内
容
は
。

当
局 

健
診
や
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
事
業
へ

の
参
加
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
加
算
さ
れ
、
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
で
県
内
協
力
店

の
優
待
が
受
け
ら
れ
る

「
や
ま
が
た
健
康
づ
く
り

応
援
カ
ー
ド
」
を
発
行
す

る
も
の
。

 

農
林
水
産
業
費

木
材
乾
燥
施
設
の
経
営

的
課
題
は

山
田
委
員 

木
材
乾
燥
施

設
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る

が
、
営
業
活
動
や
採
算
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

当
局 

県
で
も
森も

林り

ノ
ミ

ク
ス
推
進
、
置
賜
地
域
の

森
林
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
も
あ
り
、
当
町
の
木

材
乾
燥
施
設
は
受
け
入
れ

に
重
要
な
施
設
と
考
え
て

い
る
。
森
林
・
林
業
の
再

生
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
見
直
し
は

田
中
委
員 

農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
見
直
し
の

基
準
は
あ
る
か
。
ま
た
、

計
画
策
定
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

当
局 

国
・
県
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
農
地
面
積

や
土
地
利
用
状
況
、
就
農

人
口
、
生
産
状
況
な
ど
詳

細
な
調
査
を
し
て
見
直
し

す
る
。

　

農
家
の
方
と
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
町
が
最
終
的

に
策
定
す
る
が
、
調
査
業

務
等
の
一
部
を
外
部
に
委

託
す
る
。

安全対策は万全か

林業の産業化が望まれる


